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風
土
記
の
特
徴
は
、
各
地
の
状
況
（
産
物
・
地
理
・
伝
承
等
）
を
伝
え

る
点
に
あ
る
。
時
間
軸
を
基
に
据
え
る
記
紀
に
対
し
て
、
風
土
記
は
古
代

日
本
ｌ
大
和
朝
廷
世
界
を
空
間
的
に
記
述
す
る
。

土
地
の
様
を
描
く
際
に
、
ま
ず
要
求
さ
れ
る
の
が
、
各
地
に
取
材
す
る

こ
と
で
あ
る
。
風
土
記
の
記
述
は
実
地
見
聞
を
前
提
と
す
る
。
な
ら
ば
取

材
者
の
視
点
が
記
述
に
入
り
込
ん
で
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
実
際
に

土
地
を
見
た
者
に
し
か
表
現
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
は
ず
だ
。
風
土
記
特

有
の
表
現
を
解
明
す
る
鍵
は
、
取
材
者
の
目
の
動
き
を
読
み
と
る
こ
と
に

あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
そ
の
表
現
は
、
同
様
に
実
地
見
聞
を
前
提
と
す

る
後
世
紀
行
文
の
先
跳
と
も
な
る
可
能
性
を
も
つ
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
取
材
者
の
視
点
が
表
出
し
て
い
る
風
土
記
記
事

と
、
後
世
紀
行
文
と
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
風
土
記
の
表
現

性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
そ
の
こ
と
は
紀
行
文
学
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル

の
流
れ
の
中
に
風
土
記
を
位
置
づ
け
る
こ
と
と
も
な
っ
て
ゆ
こ
う
。

風
土
記
と
紀
行
文

序
特
集
・
拮
抗
と
流
動
の
古
代
文
学
ｌ
平
安
朝
文
学
の
胚
胎
と
し
て
の
８
世
紀
Ｉ

ｌ
「
在
」
特
殊
例
の
表
現
性
Ｉ

乞
ふ
時
は
、
必
ず
零
ら
し
め
た
ま
ふ
。
（
出
雲
・
楯
縫
郡
）

１
の
記
事
で
は
、
ま
ず
ａ
「
鬼
の
西
」
（
大
き
な
景
）
を
記
述
し
、
次

に
ｂ
「
石
神
」
（
小
さ
な
景
）
を
述
べ
、
形
状
を
具
体
的
に
記
す
。
さ
ら

に
Ｃ
「
往
の
側
」
（
大
き
な
景
）
か
ら
ｄ
「
小
き
石
神
」
（
小
さ
な
景
）
へ

と
、
徐
々
に
焦
点
が
絞
ら
れ
て
い
く
。
そ
し
て
、
焦
点
化
さ
れ
た
．
「
小

き
石
神
」
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
そ
の
由
来
を
「
古
老
伝
」
と
し
て
載
せ

ま
ず
は
、
取
材
者
の
視
点
が
窺
え
る
風
土
記
記
事
を
掲
げ
る
。

１神名樋山郡家の東北のかた六里一百鰊叶腓脇附乢陥閣隊陛

升
丈
五
尺
、
周
り
汁
一
里
八
十
歩
な
り
。
ａ
鬼
の
西
に
ｂ
石
神

神
は
、
即
ち
是
、
多
伎
都
比
古
命
の
御
託
な
り
。
旱
に
当
り
て
雨
を

老
の
伝
へ
て
い
へ
ら
く
、
阿
遅
須
枳
高
日
子
命
の
后
、
天
御
梶
日
女

命
、
多
久
の
村
に
来
ま
し
て
、
多
伎
都
比
古
命
を
産
み
給
ひ
き
。
そ

む
く
さ
か

の
時
、
教
し
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
汝
が
命
の
御
祖
の
向
壮
に
生
ま

む
と
欲
ほ
す
に
、

１

口

にｄ小き石神百余ばかりあり（往側麗小石神百餘許）。

一
、
旅
人
の
視
点
１
１
紀
行
文
的
な
表
現

飯
泉
健
司

湿廼購謄歴巳。高・
此処ぞ宜き」と初削たまひ

ろ
７
-
１
；
６
回
↓
阿
憎
に
断
一

丈
、
周
り
一
丈
な
り
。
ｃ
往
の
側
泥

（
往
側
謹
小
石
神
百
餘
許
）
・
古
一

き
。
謂
は
ゆ
る
石
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る
。
石
神
の
発
見
か
ら
観
察
し
て
ゆ
く
過
程
を
記
し
、
そ
の
石
神
に
興
味

を
抱
い
た
と
こ
ろ
で
、
古
老
が
由
来
を
語
る
、
と
い
、
フ
順
序
で
記
さ
れ

る
。
こ
れ
は
、
取
材
者
が
取
材
の
際
に
、
石
神
の
発
見
と
由
来
と
を
見
聞

す
る
経
緯
と
重
な
る
。
取
材
者
の
視
点
の
移
動
と
臨
場
感
と
が
感
じ
ら
れ

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
読
者
は
石
神
の
発
見
を
追
体
験
で
き

る
の
で
あ
る
。
「
…
（
大
き
な
景
）
に
～
（
小
さ
な
景
）
あ
り
」
と
い
、
フ

形
式
で
は
、
旅
人
が
道
の
傍
ら
の
未
知
な
る
景
を
見
つ
け
て
い
く
過
程
と

叙
述
と
が
合
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
仮
に
「
石
神
あ
り
。
〔
夷
の
西
な
り
〕
」
、
も
し
く
は
「
石
神
は
、

兎
の
西
に
あ
り
」
と
注
記
（
注
的
本
文
）
で
記
述
す
る
と
、
小
石
神
が
既

知
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
所
在
地
を
注
記
す
る
、
と
い
う
形

に
な
る
。
九
州
風
土
記
で
は
、
こ
の
種
の
注
記
的
な
文
が
多
い
典

「
～
（
小
さ
な
景
）
は
…
（
大
き
な
景
）
に
あ
り
」
で
は
、
「
…
に
～
あ

り
」
の
持
つ
、
取
材
者
の
視
点
の
移
動
や
発
見
の
過
程
・
臨
場
感
は
表
現

さ
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
に
捉
え
る
と
１
は
紀
行
文
的
な
文
体
の
先
齪
と
も

言
え
る
記
述
で
あ
る
。

１

２
神
嶋
伊
刀
嶋
の
東
な
り
。
神
嶋
と
称
ふ
所
以
は
、
ａ
此
の
嶋
の
西

Ｉ

串

の邊にｂ石神あり（此鳴西邊鰯欄馴哩・形、佛のみ像に似た

り・故、因りて名と為す。ｃ雌小梛半町飼伺ｄ敬猟球鄭鮒卦馴川

（
有
五
色
之
玉
）
。
又
、
胸
に
流
る
る
涙
あ
り
。
是
も
五
つ
の
色
な
り
。
泣

く
所
以
は
、
品
太
の
天
皇
の
み
世
、
新
羅
の
客
來
朝
け
り
。
価
ち
、

此
の
神
の
奇
偉
し
き
を
見
て
、
常
な
ら
ぬ
珍
玉
と
為
ひ
、
其
の
面
色

を
屠
り
て
、
其
の
一
つ
の
瞳
を
堀
り
ぬ
。
神
、
因
り
て
泣
け
り
。
こ

こ
に
、
大
き
に
怒
り
て
、
即
て
暴
風
を
起
し
、
客
の
船
を
打
ち
破
り

過
ぐ
る
者
は
、
心
に
愼
み
、
固
く
戒
め
て
、
韓
人
と
言
は
ず
、
盲
の

事
に
拘
ら
ず
。
（
播
磨
・
揖
保
郡
）

右
も
１
同
様
の
文
体
で
あ
る
。
大
き
な
景
で
あ
る
ａ
「
此
の
嶋
の
西
の

邊
」
か
ら
、
小
さ
な
景
の
ｂ
「
石
神
」
へ
と
視
点
が
移
動
し
て
ゆ
き
、
さ

ら
に
Ｃ
「
神
の
顔
」
の
．
「
五
つ
色
の
玉
」
に
焦
点
が
絞
ら
れ
る
。
そ
し

て
そ
の
由
来
を
記
す
。
１
と
同
じ
構
造
の
文
体
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
「
…

（
大
き
な
景
）
に
～
（
小
さ
な
景
）
あ
り
」
と
い
う
文
体
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。
取
材
者
の
視
点
の
移
動
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

「
…
に
～
あ
り
」
文
は
、
取
材
者
の
視
点
を
描
く
の
に
適
し
た
文
体
な
の

である。
そ
こ
で
同
様
の
文
体
を
、
中
世
紀
行
文
の
中
か
ら
探
し
て
み
る
。

-
-
-
-
-
-
-
ヱ
ハ
き
な
昼
ご
Ｉ
テ
小
さ
な
昼
遥

３
固
瀬
川
を
渡
て
江
尻
の
海
汀
を
過
れ
ば
、
江
の
中
に
一
峰
の
孤
山

闇叫（大雌景）口電な鮮闇山江尻の大明神と申す。威厳

こ
と
に
新
に
し
て
、
御
前
を
過
る
下
船
は
、
上
分
を
奉
る
。
法
師
は

ふ
老
翁
出
て
「
此
御
神
は
昔
三
韓
御
進
発
の
時
よ
り
北
海
擁
護
の
神

こ

た

た
り
。
居
多
明
神
と
申
奉
る
。
手
向
す
べ
き
」
由
申
侍
し
か
（
由

来

）

ば

…

（

北

国

紀

行

）

３
は
「
江
尻
（
今
の
江
ノ
島
と
で
「
霊
社
」
を
、
４
は
「
渚
に
近
き
所
」

で
「
神
さ
び
た
る
社
」
を
発
見
し
、
そ
の
由
来
を
聞
き
だ
し
た
際
の
も
の

詣
で
ず
と
き
け
ば
、
剣
刷
割
ヨ
罰
到
口
、
昔
此
辺
山
の
山
寺
に
禅
侶
あ

り
て
、
法
花
経
を
読
謂
し
て
夜
を
明
し
日
を
暮
す
。
…
（
海
道
記
）

（
大
き
な
景
）
Ｉ

４
越
後
府
中
海
岸
に
着
き
い
。
…
中
略
…
こ
の
渚
に
近
き
所
に
神
さ

岬趣敵機嗣耐山参詣して拝み侍りしに、彼社務花前とい

は
な
が
さ
き

き
。
高
嶋
の
南
の
濱
に
漂
ひ
没
み
て
、
人
悉
に
死
亡
せ
け
り
。
乃
り

て
其
の
濱
に
埋
め
き
。
故
、
號
け
て
韓
濱
と
い
ふ
。
令
胤
判
型
忠
鬮
謬

- ２３ -
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で
あ
る
。
こ
の
文
章
は
、
旅
行
者
の
視
線
が
焦
点
化
し
て
、
土
地
に
興
味

が
向
け
ら
れ
て
い
く
経
緯
を
よ
く
表
す
。
「
…
に
～
が
あ
り
」
と
い
う
文

体
は
、
大
き
な
景
か
ら
小
さ
な
景
に
視
線
が
向
け
ら
れ
る
様
を
述
べ
る
の

に
有
効
な
文
体
と
な
っ
て
い
る
。
「
過
ぐ
る
に
」
「
と
い
ふ
」
等
の
語
句
が

挾
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
中
世
紀
行
文
に
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。

５
所
は
深
山
の
傍
に
、
地
は
平
に
し
て
木
立
繁
き
中
口
御
社
間
耐
叫

廻
廊
は
い
た
う
破
れ
て
、
雨
露
も
溜
り
が
た
け
れ
ど
、
御
殿
は
廃
せ

る
所
な
し
。
…
さ
る
故
跡
と
見
え
た
り
。
（
筑
紫
道
記
）

６
遙
か
に
過
行
ば
、
険
し
か
ら
ぬ
程
の
道
の
ほ
と
り
に
、
小
松
群
立

て
、
手
向
の
神
に
や
と
、
大
な
る
石
に
木
綿
か
け
た
る
周
川
叫
此

そ
れ

処
な
ん
周
防
・
長
門
の
境
と
言
へ
り
。
夫
よ
り
山
中
と
言
へ
る
所

に体らひて、乾飯の設けせさせて過行幸調喝ぃ脈靜る社

な
き
か
ら

周
Ⅲ
凶
当
木
深
き
傍
に
、
夕
日
隠
れ
の
程
、
松
虫
の
鳴
澗
し
た
る
も

あ
は
れ
浅
か
ら
ず
。
（
筑
紫
道
記
）

７
足
柄
山
は
さ
ら
で
だ
に
越
え
憂
き
山
な
り
。
輿
に
か
き
入
て
、
た
だ

あ
る
人
の
や
う
に
こ
し
ら
へ
、
跡
先
に
つ
き
て
駿
河
の
境
、
桃
園
と

ゑ
げ

い
ふ
所
の
山
林
に
会
下
（
禅
宗
寺
院
）
圃
川
｝
（
宗
祇
終
焉
記
）

逆
に
「
～
（
小
さ
な
景
）
は
…
（
大
き
な
景
）
に
あ
り
」
と
い
、
フ
文
は
、

数
と
し
て
は
少
な
い
。
と
い
う
の
も
「
～
（
小
さ
な
景
）
は
…
（
大
き
な

景
）
に
あ
り
」
は
、
小
さ
な
景
の
所
在
地
が
大
き
な
土
地
に
あ
る
こ
と
を

説
明
す
る
と
い
う
、
説
明
的
な
文
体
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
旅
し
た
者

が
未
知
の
土
地
の
事
物
と
初
め
て
出
会
っ
た
驚
き
や
発
見
の
経
緯
が
表
れ

る
の
は
、
「
…
に
～
が
あ
り
」
の
方
で
あ
る
。
紀
行
文
に
「
…
に
～
が
あ

り
」
と
い
う
文
体
が
多
い
の
は
、
旅
人
の
視
点
を
表
現
す
る
た
め
の
知
恵

に
よ
ろ
う
。
風
土
記
と
中
世
紀
行
文
と
に
共
通
す
る
紀
行
文
的
な
文
体

「
…
に
～
あ
り
」
文
は
、
漢
文
に
も
存
す
る
。
風
土
記
（
１
．
２
）
の

文
体
も
漢
籍
に
習
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
風
土
記
１
．

２
の
「
…
に
～
あ
り
」
文
は
漢
文
の
用
法
か
ら
逸
脱
す
る
。
正
格
漢
文
で（０１）

は
「
…
に
～
あ
り
」
は
「
…
有
～
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
の
用
法
は
、
諸
家

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
滅
多
に
な
い
（
意
外
な
）
も
の
と
出
会
う
」
こ

と
を
表
す
構
文
で
あ
る
。
一
方
「
～
は
…
に
あ
り
」
は
「
～
在
…
」
で
表

現
さ
れ
る
。
漢
文
で
は
「
…
に
～
が
あ
る
」
と
述
べ
る
場
合
、
「
有
」
字

を
用
い
る
の
で
、
１
．
２
の
場
合
、
「
鬼
西
囿
石
神
」
「
此
嶋
西
邊
囿
石

神
」
と
な
る
は
ず
な
の
で
あ
る
。
ま
た
「
在
」
字
を
用
い
る
場
合
に
は

宕
神
固
鬼
酉
宕
神
固
此
嶋
西
邊
」
と
い
う
語
順
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
点
で
、
１
「
鬼
西
困
石
神
」
・
２
「
此
嶋
西
邊
困
石
神
」

は
破
格
の
表
現
で
あ
る
。
風
土
記
に
「
在
」
例
が
多
い
現
象
に
つ
い
て
沖

（２）

森
卓
也
氏
は
、
万
葉
集
で
は
時
代
と
と
も
に
「
在
」
字
か
ら
「
有
」
字
へ

と
移
行
す
る
こ
と
か
ら
、
風
土
記
即
ち
地
方
で
は
古
い
用
法
が
残
存
し
た

（３）

と
す
る
。
ま
た
誤
用
と
み
ら
れ
る
「
在
」
に
つ
い
て
瀬
間
正
之
氏
は
、

「
訓
読
語
・
訓
読
文
で
思
惟
し
、
そ
れ
ら
を
漢
語
漢
文
の
枠
に
当
て
は
め

る
方
法
で
表
記
が
為
さ
れ
た
も
の
」
と
す
る
。
但
し
こ
の
特
殊
な
「
在
」

字
は
、
風
土
記
に
多
く
表
れ
る
。
「
在
」
特
殊
例
数
を
「
有
」
字
と
あ
わ

せ
て
記
紀
と
比
較
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
未
知
な
る
モ
ノ
の
発
見
と
由
来
を
臨
場
感
を
交
え
て
伝
え
る
文
体
）
の

モ
デ
ル
（
「
…
に
～
あ
り
」
文
）
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
お
き
た
い
。

「
潟
耐
熱
簿
弛
遼
に
（
意
外
に
も
）
噌
仰
-
雌
堰
魑
が
あ
り
。
（
興
味
を

も
ち
）
、
尋
ね
る
と
（
土
地
人
が
由
来
を
）
○
○
と
い
ふ
・
」

二
、
「
在
」
特
殊
例

- ２ ４ -
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Ｉ
表
か
ら
、
記
紀
に
比
し
て
風
土
記
で
は
「
在
」
字
特
殊
例
が
多
い
こ
と

がわかる。出雲では、「有」字特殊例の比率（別％）に比して、

「在」特殊例の比率（川％）が高い。播磨では、「在」字使用例

中
、
約
半
数
が
特
殊
例
で
あ
る
。
漢
文
潤
色
を
施
す
常
陸
で
も
「
在
」
特

殊
例
は
正
用
例
よ
り
も
多
い
。
「
有
」
特
殊
例
は
全
般
的
に
少
な
い
。

「
在
」
と
「
有
」
と
は
、
風
土
記
に
お
い
て
も
一
応
区
別
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
風
土
記
「
在
」
特
殊
例
の
比
率
が
全
般
に
高
い
こ
と
か

ら
、
こ
れ
を
単
に
「
誤
用
」
と
捉
え
る
の
は
跨
跨
さ
れ
る
。
特
殊
例
に
は

何
ら
か
の
意
図
が
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
故
に
、
本
稿
で
は
、
「
誤

用
」
と
せ
ず
に
、
「
在
」
特
殊
例
と
呼
び
、
検
討
し
て
ゆ
く
。

８神山此の山に石神瀞り繍園側哩。故、神山と号く。

（播磨・揖保郡）

９
石
坐
の
神
山
と
い
ふ
は
、
此
の
山
、
石
を
戴
く
。
又
、
豐
穂
命
の
神

子
の
使
用
９

在り（鰯門圏鬮幽田幽。故、石坐の神山といふ。
（播磨・神前郡）

、
高
野
の
社
と
い
ふ
は
、
此
の
野
、
他
野
よ
り
高
し
。
又
玉
依
比
売
命

在り（鰯門田耐側鬮国凹。故、高野の社といふ。
（播磨・神前郡）

８
～
刑
で
注
目
す
べ
き
は
「
在
」
特
殊
例
が
１
．
２
同
様
、
神
鎮
座
の

記
述
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
在
」
特
殊
例
に

お
け
る
、
「
在
」
字
に
後
置
す
る
語
（
主
体
）
を
ま
と
め
て
み
る
。

Ⅱ
表
か
ら
す
れ
ば
、
「
在
」
特
殊
例
は
、
神
霊
関
係
に
多
く
使
用
さ
れ
る
。

「
在
」
正
用
例
と
比
較
し
て
も
、
神
霊
関
係
に
お
い
て
「
在
」
特
殊
例
が

発
生
す
る
比
率
は
、
圧
倒
的
に
高
い
。

Ⅱ
風
土
記
の
特
殊
例
に
お
け
る
主
体

（日本古典文学大系本による）
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播
磨
国
風
土
記

肥
前
国
風
土
記

豊
後
国
風
土
記

出
雲
国
風
土
記

常
陸
国
風
土
記

日
本
書
紀

古
事
記 作

品

識 鍵 鱗
■ ▼ ■ ９ Ｆ ● ■

３
「在」特殊

1７ 4０ 3２ 5３ ７ 195 5４
「在」正用

１ 1５ 1６ ５
「有」特殊

6２ 6４ 2６ 204 5９ lⅢ 6９
「有」正用

各
国
・
特
殊
全
用
例
合
計

産物 建
造
物
等
（
人
家
・
矢
）

土
地
（
村
・
江
・
洲
・
穴
・
井
）

人 神
震
的
場
（
社
・
鎮
座
地
）

異
人
（
魑
魅
・
国
巣
・
異
俗
人
）

神

1１ ３ １ ５ ２ 常
陸

1６ １ ２ １ ４ １ 灘■ ｡ q ■ ｑ ■ ■

播磨
1１ ２ １ １ ４ ３ 出雲

豊後
肥前

④
羽 ３ ３ ５ ５ ９ ３ 1０

③合計

100
％ 、％ 湖％ 13.2

％
13.2
％

23.7
％

7.9
％
26.3
％
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特集・拮抗と流動の古代文学

「
在
」
特
殊
例
の
内
、
超
常
・
非
日
常
的
な
事
柄
（
神
・
神
霊
・
異
俗

人・神霊的な場）はⅧ％を占める。ところが「在」正用例で神

に用いられる例（定型的な「在神祇官」を除く）は十八例（Ⅲ

％）、天皇・寺を含めても全体で剛％しかない。正用に比して

特
殊
例
は
未
知
な
る
モ
ノ
（
神
霊
や
異
俗
）
と
関
わ
る
比
率
が
高
い
。

Ⅲ
表
風
上
記
の
正
用
例
Ｌ
お
け
る
、
王
体

古
典
文

三
、
得
体
の
知
れ
ぬ
モ
ノ
へ
の
畏
怖
１
１
「
在
」
の
表
現
性
ｌ

そ
こ
で
次
に
、
風
土
記
に
お
け
る
「
在
」
特
殊
例
（
前
掲
以
外
）
の
具

体例を、検討してみる。

Ⅱ
神
ア
生
野
と
号
く
る
所
以
は
、
昔
、
此
処
に
荒
ぶ
る
神
在
り

て
（
此
虚
固
荒
神
）
、
往
来
の
人
を
半
ば
殺
し
き
・

（播磨・神前郡）

ィ
【
今
も
其
の
神
在
り
。
（
今
固
其
神
邑
此
の
村
、
有
今

に
至
る
ま
で
、
山
の
木
に
菓
子
な
し
。（播磨・賀毛郡）

ゥ
此
処
に
神
在
り
（
此
虚
固
神
）
、
名
は
道
主
日
女
命
、

父
な
く
し
て
、
み
児
を
生
み
ま
し
き
・（播磨・託賀郡）

エ
又
、
石
神
在
り
（
又
固
石
神
）
。
（
出
雲
・
飯
石
郡
）

皿
神
社
ォ
九
つ
の
社
在
り
て
（
而
固
九
社
）
、
言
も
行
も
謹
諄
め

ｈ叩ノ。

（常陸・信太郡）

ヵ
其
の
里
の
北
に
、
香
島
の
神
子
の
社
、
在
り
（
固
香

島
神
子
之
社
）
。
（
常
陸
・
行
方
郡
）

キ
野
の
北
の
海
邊
に
、
香
島
の
神
子
の
社
在
り
（
困
香

島
神
子
之
社
）
。
（
常
陸
・
行
方
郡
）

「
在
」
特
殊
例
が
、
神
霊
に
関
わ
っ
て
特
別
な
意
義
を
持
つ
こ
と
が
窺
え

る
。
九
州
風
土
記
以
外
は
神
に
関
わ
る
こ
と
が
多
い
。
で
は
、
未
知
な
る

モ
ノ
に
対
し
て
、
「
在
」
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
雷
フ
な
意
味

合
い
が
生
じ
る
の
か
。
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各
国
・
正
用
全
用
例
合
計

訓
仮
名
（
な
り
、
ま
す
）

所
在

寺 （
社
名
）
在
神
祇
官

要
在
活
民

産物 建
造
物
（
駅
・
墓
・
舟
・
家
）

土
地
（
穴
・
井
・
泉
・
池
・
郷
．

岡
・
山
・
峯
・
渡
・
川
・
門
）

人
（
妹
・
父
・
子
）

天
皇
（
尊
敬
語
）

社（神の門）

神
関
係

７ １ １ ２ ３ 常
陸

1７ ２ １ 1４ 播磨
5３ ６ 1６ ８ 2０ １ ２ 出雲
3２ ３ 2６ ３ 豊後
4０ ２ ３ 2６ １ ６ １ １ 肥前

④四 ６ 1６ ８ 2０ １ ８ ６ 5２ ５ ９ ３ 1５
③合計

100
％

4.0
％

10.7
％

5.4
％

13.4
％

0.7
％

5.4
％

4.0
％

34.9
％

3.4
％

6.0
％ 加％ 10.1

％

比
率③…④



風土記と紀行文

過
国
巣

略
人

１４
魑お
魅に

ク
ニ
っ
の
神
子
の
社
在
り
（
固
二
神
子
之
社
）
。

（常陸・行方郡）

ヶ
但
、
上
頭
に
樹
林
在
り
（
固
樹
林
）
．
此
は
則
ち
神
の

社
な
り
。
（
出
雲
・
秋
鹿
郡
）

．
【
東
に
樹
林
あ
り
（
固
樹
林
）
。
…
中
略
：
．
大
神
の
御

稻
種
な
り
】
（
出
雲
・
神
門
郡
）

サ
【
南
と
西
と
は
竝
び
に
樹
林
在
り
（
固
樹
林
）
。
：
．
中

略
…
大
神
の
御
桙
な
り
】
（
出
雲
・
神
門
郡
）

シ
【
謂
は
ゆ
る
意
宇
の
社
は
郡
家
の
東
北
の
邊
、
田
の
中

に塾在り（固塾）、是なり】。
（出雲・意宇郡）

ス
古
老
日
へ
ら
く
、
昔
、
国
巣
在
り
（
固
國
巣
）
。

（常陸・茨城郡）

セ
昔
、
魑
魅
在
り
（
固
魑
魅
）
。
（
常
陸
・
久
慈
郡
）

ソ
昔
、
一
の
女
在
り
き
（
昔
固
一
女
）
。

（播磨・賀毛郡）

夕
播
磨
の
国
の
田
の
村
君
、
百
八
十
の
村
君
在
り
て
（

閥百八十村君）、己が村別に相闘ひし時．：

（播磨・賀毛郡）

チ
軍
、
八
千
ひ
と
在
り
き
（
軍
困
八
千
）
。（播磨・神前郡）

シ
昔
、
大
人
在
り
て
（
固
大
人
）
…
（
播
磨
・
託
賀
郡
）

テ
異
俗
人
、
舟
許
口
在
り
（
固
異
俗
人
舟
許
口
）
．

（播磨・神前郡）

卜
上
古
の
時
織
を
綾
る
機
を
知
る
人
在
ら
ざ
り
き
（
未

困
知
人
）
。
（
常
陸
・
久
慈
郡
）

焔
土
地
ナ
郡
よ
り
東
、
五
十
里
に
笠
間
の
村
在
り
（
固
笠
間

村
）
。
…
古
老
日
へ
ら
く
、
古
、
山
賊
あ
り
。
名
を
油

置
寶
命
と
称
ふ
。
今
も
社
の
中
に
石
室
在
り
（
在
石

室
）
。
（
常
陸
・
筑
波
郡
）

二
郡
の
西
十
里
に
騰
波
の
江
在
り
（
固
騰
波
江
）
。

（常陸・新治郡）

ヌ
西
の
海
の
中
に
洲
在
り
（
固
遡
。
新
治
の
洲
と
謂

ふ
．
（
常
陸
・
行
方
郡
）

Ⅳ
井
ネ
此
の
村
に
井
在
り
（
此
村
固
井
）
。
一
の
女
、
水
を
汲

み
、
即
て
吸
ひ
没
れ
ら
れ
き
。
（
播
磨
・
賀
毛
郡
）

肥
穴
ノ
裏
の
南
の
壁
に
穴
在
り
（
固
穴
）
。

（出雲・楯縫郡）

岨
人
家
ハ
此
の
野
に
人
の
家
在
る
毎
に
（
此
野
毎
固
人
家
）
静

安
き
こ
と
を
得
ず
。
（
播
磨
・
揖
保
郡
）

上
東
と
南
と
は
竝
に
家
在
り
（
固
家
）
。（出雲・秋鹿郡）

別
産
物
フ
昔
、
白
貝
在
り
き
（
困
白
貝
）
。
藩
磨
・
揖
保
郡
）

へ
春
は
則
ち
鰡
魚
・
須
受
枳
・
鎭
仁
・
縞
鰕
等
の
大
き
小

き
雑
の
魚
在
り
（
固
鰡
魚
…
）
・
秋
は
則
ち
、
白
鵠
・

鴻鴫・鳧・鴨等の烏在り（囿白鵠…）。
（出雲・秋鹿郡）

皿
会
話
文
ホ
矢
は
彼
の
舌
に
在
り
（
矢
彼
舌
固
者
）
。

（播磨・宍粟郡）
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特集 拮抗と流動の古代文学

こ
れ
ら
の
多
く
は
、
「
滅
多
に
な
い
モ
ノ
」
に
対
し
て
「
在
」
を
使
用

す
る
。
荒
ぶ
る
神
（
ア
）
、
木
の
実
が
出
来
な
い
よ
う
に
し
た
神
（
イ
）
、

父
な
く
子
を
産
む
神
（
ウ
）
、
神
・
神
社
（
オ
ー
サ
）
、
国
引
き
の
塾

（
シ
）
、
国
巣
（
ス
）
、
魑
魅
（
セ
）
、
立
つ
こ
と
が
出
来
な
い
女
性
（
ソ
）
、

殺
し
合
い
を
す
る
村
君
（
タ
）
、
多
く
の
兵
士
（
チ
）
、
巨
人
（
シ
）
、
異

な
る
習
俗
の
者
（
テ
）
、
山
賊
と
石
屋
の
あ
る
村
（
ナ
）
、
人
が
吸
い
込
ま

れ
る
珍
し
い
井
戸
（
ネ
）
、
荒
神
の
為
に
建
て
ら
れ
な
い
人
家
（
ハ
）
、
と

い
、
フ
よ
う
に
、
珍
し
い
も
の
の
存
在
を
「
在
」
で
示
す
。
フ
白
貝
は
、

「
昔
」
と
あ
る
の
で
、
現
在
は
取
れ
な
い
珍
し
い
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。

ホ
「
矢
彼
舌
固
者
」
は
、
和
文
的
で
あ
る
が
、
舌
に
矢
が
あ
る
と
い
う

の
も
滅
多
に
な
い
。
「
在
」
特
殊
例
は
、
「
滅
多
に
な
い
モ
ノ
」
と
の
遭
遇

を
示
す
。
但
し
「
有
」
字
を
用
い
て
も
同
様
の
表
現
は
出
来
る
。
「
在
」

字
を
用
い
る
意
味
は
別
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
正
用
の
「
在
」
構

文
を
無
視
し
て
ま
で
も
、
「
在
」
字
に
拘
る
理
由
は
何
か
。
換
言
す
れ
ば

「
在
」
字
で
し
か
表
現
出
来
な
い
内
容
が
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
神
霊
関
係
の
中
に
霊
威
の
存
続
が
記
さ
れ

る
記
事
が
存
す
る
点
で
あ
る
。
１
で
は
「
即
ち
是
、
多
伎
都
比
古
命
の
御

託
な
り
。
旱
に
当
り
て
雨
を
乞
ふ
時
は
、
必
ず
零
ら
し
め
た
ま
ふ
・
」
、

２
で
も
「
今
に
、
其
虚
を
過
ぐ
る
者
は
、
心
に
愼
み
、
固
く
戒
め
て
、
韓

人
と
言
は
ず
、
盲
の
事
に
拘
ら
ず
。
」
と
い
う
禁
忌
を
記
し
、
神
の
霊
威

の
存
続
を
述
べ
る
。
Ⅱ
イ
で
は
、
木
の
実
を
実
ら
せ
な
い
神
の
霊
威
が

「
此
村
至
干
有
今
山
木
無
菓
子
」
と
、
今
な
お
存
続
し
て
い
る
。
Ⅱ

ウ
「
荒
田
村
」
条
の
土
壌
は
「
下
の
上
」
と
記
さ
れ
る
。
今
な
お
続
く
霊

威
に
よ
っ
て
荒
れ
て
い
る
田
の
起
源
を
説
明
し
た
記
事
で
あ
る
。
過
ア
生

野
条
で
も
「
荒
神
」
の
鎮
ま
り
を
記
さ
な
い
か
ら
、
神
は
今
な
お
崇
る
の

だ
ろ
う
。
多
く
の
荒
神
は
鎮
め
ら
れ
た
旨
を
明
記
す
る
が
、
こ
こ
に
鎮
め

を
意
味
す
る
文
言
は
な
い
。

神
霊
関
係
記
事
が
用
い
る
「
在
」
特
殊
例
は
、
霊
威
の
存
続
す
る
、
滅

多
に
な
い
モ
ノ
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
こ
と
は
「
在
」
の
字
義
と
も

関
わ
る
。
「
在
」
は
、
説
文
に
「
在
、
存
也
」
と
あ
る
。
「
存
」
は
、
「
①

あ
る
。
存
在
す
る
。
現
存
す
る
。
②
生
き
な
が
ら
え
る
。
生
存
す
る
。
③

た
も
つ
。
存
在
さ
せ
る
」
（
大
漢
和
）
の
意
で
あ
る
。
「
在
」
は
、
「
今
な

お
存
在
す
る
」
現
存
性
を
示
す
字
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
漢
籍
で
も

い
ま
せ
パ

「
父
口
間
］
観
二
其
志
一
、
父
没
観
二
其
行
一
」
（
論
語
・
学
而
）
と
、
父
の
現

存
を
「
在
」
が
示
す
。
大
漢
和
は
、
こ
の
例
を
「
い
ま
す
。
生
き
て
い

る
」
と
し
て
軽
い
敬
意
を
認
め
る
。
こ
の
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
古
代
朝

鮮
で
も
「
娚
姉
妹
三
人
業
以
成
在
之
」
（
古
代
朝
鮮
剛
年
、
開
寧
葛
項
寺

（４）

石
塔
記
）
と
あ
り
、
沖
森
卓
也
氏
は
、
こ
の
「
在
」
を
「
尊
敬
の
助
動

い
ま
す

詞
」
と
す
る
。
日
本
で
も
「
其
婆
婆
止
在
須
」
（
続
日
本
紀
宣
命
７
詔
）
、

か

む

な

が

ら

い

ま

し

テ

「神在随」（万葉三二五三）、「大和上口間］二楊州大明寺一」（唐

大
和
上
東
征
伝
）
と
あ
り
、
「
在
」
字
は
、
現
存
す
る
も
の
に
対
す
る
軽

い
敬
意
を
含
む
。
九
州
風
土
記
で
も
「
昔
者
纒
向
日
代
宮
御
宇
天
皇

囿
球
箪
行
宮
」
（
豊
後
・
大
野
郡
）
、
「
同
天
皇
固
此
村
」
（
豊
後
・
国

埼
郡
）
、
「
同
天
皇
行
幸
之
時
固
此
山
行
宮
」
（
肥
前
・
養
父
郡
）
、

「
天
皇
固
豊
前
国
宇
佐
海
浜
行
宮
」
（
肥
前
・
彼
杵
郡
）
と
い
う
よ
う

に
、
天
皇
に
用
い
る
。
上
代
の
「
在
」
は
、
現
存
す
る
状
態
に
対
し
て
軽

い
敬
意
を
持
つ
。
１
．
２
「
在
」
も
現
存
す
る
神
へ
の
軽
い
敬
意
が
あ
ろ

う
。
そ
の
点
、
「
在
」
が
神
霊
関
係
で
用
い
ら
れ
る
場
合
は
、
「
い
ま
す
」

と
訓
じ
る
方
が
良
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

但
し
、
そ
の
敬
意
は
、
「
坐
」
よ
り
も
程
度
が
低
い
よ
う
で
、
出
雲
国

-２８-
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風
土
記
で
は
神
霊
に
対
し
て
明
ら
か
に
敬
意
を
払
う
場
合
に
は
「
坐
」
を

用
い
る
。
「
坐
」
は
、
神
（
天
皇
）
の
存
在
を
示
す
用
字
と
し
て
、
広
く

使
用
さ
れ
る
一
方
で
、
敬
語
動
詞
「
い
ま
す
」
「
ま
す
」
の
訓
倣
姥
と
し

…

て
も
用
い
ら
れ
る
。
対
し
て
「
在
」
は
、
「
吾
敷
釧
弓
山
口
処
当
」
（
島

根
郡
）
と
い
う
よ
、
フ
に
「
な
り
」
の
訓
仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ
る
例
が
あ

る
も
の
の
、
「
ま
す
」
「
い
ま
す
」
と
確
実
に
よ
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
用

例
は
、
風
土
記
に
は
な
い
。
そ
し
て
「
坐
」
と
同
時
に
用
い
ら
れ
る
場
合

を
見
て
も
「
在
」
に
、
さ
ほ
ど
敬
意
を
持
た
せ
て
い
る
と
は
考
え
に
く

（５）い
・
こ
の
こ
と
か
ら
「
坐
」
に
は
、
敬
語
と
し
て
の
用
法
が
固
定
化
し
て

い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
対
し
て
「
在
」
は
、
「
坐
」
程
に
敬
意
が
高
く
な

い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
「
在
」
は
、
敬
意
と
い
う
よ
り
、
今
な
お
存
続

す
る
霊
威
に
対
す
る
畏
怖
の
念
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
で
は
畏
怖
の

念
を
抱
く
モ
ノ
と
は
ど
の
よ
、
フ
な
存
在
で
あ
っ
た
の
か
。

そ
こ
で
今
一
度
、
「
在
」
特
殊
例
に
戻
る
と
、
そ
の
特
徴
と
し
て
無
名

の
モ
ノ
が
多
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
２
．
８
「
石
神
」
、
Ⅱ
ア
「
荒
ぶ
る

神
」
、
イ
「
其
の
神
」
、
エ
「
石
神
」
、
皿
オ
・
力
・
キ
・
ク
・
ヶ
．
シ

「
社
」
、
昭
ス
「
国
巣
」
、
Ｍ
セ
「
魑
魅
」
、
妬
ソ
．
Ⅳ
ネ
コ
の
女
」
、
妬

タ
「
百
八
十
の
村
君
」
、
チ
「
軍
」
、
シ
「
大
人
」
、
テ
「
異
俗
人
」
、
肥
ノ

「
穴
」
、
四
ハ
「
人
家
」
、
別
フ
「
白
貝
」
、
と
い
う
具
合
に
固
有
名
詞
は
ほ

と
ん
ど
記
さ
な
い
。
古
代
、
名
は
そ
の
モ
ノ
の
実
態
や
霊
魂
を
表
す
。
神

名
の
場
合
、
名
は
神
の
性
質
を
表
す
か
ら
、
祭
祀
方
法
を
知
る
手
掛
か
り

と
な
る
。
故
に
、
崇
り
神
を
鎮
め
る
際
に
は
、
ま
ず
は
神
の
名
を
問
う
こ

と
か
ら
始
め
る
。
そ
し
て
無
名
の
神
は
、
霊
威
あ
る
未
知
の
神
で
あ
る
。

無
名
性
は
、
神
が
今
な
お
崇
る
と
い
う
霊
威
の
存
続
と
相
俟
っ
て
読
者
を

し
て
戦
懐
せ
し
め
る
。
無
名
の
神
は
対
応
方
法
が
不
明
ゆ
え
に
極
め
て
恐

ろ
し
い
存
在
で
あ
り
、
圧
倒
的
な
存
在
感
と
畏
怖
と
を
感
じ
さ
せ
る
。

以
上
、
「
在
」
特
殊
例
は
、
紀
行
文
的
に
未
知
な
る
モ
ノ
と
の
遭
遇
の

驚
き
を
表
す
。
特
に
神
霊
関
係
の
場
合
、
得
体
の
知
れ
な
い
モ
ノ
へ
の
畏

怖
の
念
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。
畏
怖
の
念
を
抱
く
点
は
、
後

述
の
よ
う
に
、
後
世
紀
行
文
と
は
異
な
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、
最
後
に

検
討
し
て
み
る
。

四
、
旅
に
お
け
る
神
観
念
の
変
化
１
１
後
世
紀
行
文
と
の
差
異
Ｉ

中
世
紀
行
文
の
「
…
に
～
あ
り
」
文
か
ら
、
神
と
出
会
っ
た
場
合
の
表

現を再度あげてみる。

躯
越
後
・
信
濃
・
上
野
の
境
、
三
国
の
峠
と
い
へ
る
を
越
け
る
に
諏
訪

の
伏
拝
み
閲
Ⅲ
弓
（
北
国
紀
行
）

路
遙
か
に
過
行
ぱ
、
険
し
か
ら
ぬ
程
の
道
の
ほ
と
り
に
、
小
松
群
立

て
、
手
向
の
神
に
や
と
、
大
な
る
石
に
木
綿
か
け
た
る
間
間
山
此

そ
れ

処
な
ん
周
防
・
長
門
の
境
と
言
へ
り
。
夫
よ
り
山
中
と
言
へ
る
所
に

体らひて、乾飯の設けせさせて過行虫調腫、鱸がる社間川

な
き
か
ら

国
木
深
き
傍
に
、
夕
日
隠
れ
の
程
、
松
虫
の
鳴
個
し
た
る
も

あ
は
れ
浅
か
ら
ず
。
（
筑
紫
道
記
）

別
明
れ
ば
、
廿
九
日
、
生
の
松
原
へ
と
皆
同
行
誘
ひ
て
立
出
侍
る
に
、

大
き
な
る
川
を
渡
り
見
れ
ば
、
谷
に
一
村
の
林
あ
り
。
即
、
聖
廟
の

御

社

間

川

号

（

筑

紫

道

記

）

〃
～
別
で
は
、
神
・
社
の
存
在
を
示
す
語
句
と
し
て
「
あ
り
」
「
な
り
」

が
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
語
に
敬
意
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
神
の
存

在
自
体
に
対
し
て
は
、
敬
意
は
払
わ
れ
な
い
。
「
参
る
」
「
詣
づ
」
と
い
う

表
現
は
多
く
使
用
さ
れ
る
が
、
神
の
存
在
自
体
に
対
す
る
敬
意
・
畏
怖
を

-２９-
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（筑紫道記）

と
い
う
よ
う
な
名
所
へ
の
関
心
が
、
神
の
存
在
に
対
す
る
敬
意
を
薄
め
て

いるのである、フ。

”
こ
と
の
ま
ま
と
聞
ゆ
る
社
闘
Ｍ
Ｍ
Ｍ
団
叫
そ
の
社
前
を
過
ぐ
と
て
、

（東関紀行）

〃
の
よ
う
に
「
お
は
す
」
を
使
用
す
る
例
は
極
め
て
少
な
い
。
「
在
」
特

殊
例
が
持
っ
て
い
た
土
地
神
へ
の
畏
怖
を
受
け
継
ぐ
文
体
は
中
世
に
は
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
未
知
な
る
神
へ
の
信
仰
の
程
度
の
差
異

（６）

な
の
で
あ
ろ
う
。
同
様
の
こ
と
は
中
古
に
も
言
え
る
。
土
佐
日
記
で
は
、

特
定
の
行
路
神
の
記
述
が
四
箇
所
（
海
の
神
・
ち
ぶ
り
の
神
・
住
吉
の

神
・
八
幡
の
宮
）
見
ら
れ
る
が
、
「
手
向
け
す
る
所
あ
り
」
と
い
う
よ
う

に
、
神
の
存
在
を
表
す
語
（
「
あ
り
」
）
に
敬
意
は
含
ま
れ
な
い
。
む
し
ろ

「
住
之
江
、
忘
れ
草
、
岸
の
姫
松
な
ど
い
ふ
神
に
は
あ
ら
ず
か
し
」
「
鏡
に

神
の
心
を
こ
そ
み
つ
れ
。
舵
取
り
の
心
は
神
の
心
な
り
け
れ
」
と
い
う
よ

う
に
、
行
路
で
出
会
っ
た
特
定
の
神
に
対
す
る
信
仰
心
は
薄
い
。
神
を
現

実
的
に
捉
え
る
。
抽
象
的
な
「
神
仏
」
に
航
海
の
安
全
を
「
祈
る
」
記
述

は
あ
る
が
、
特
定
の
神
や
行
路
の
土
地
神
に
対
す
る
畏
れ
は
な
い
。
神
と

出
会
っ
た
驚
き
や
感
動
も
土
佐
日
記
に
は
な
い
。
も
っ
と
も
土
佐
日
記
の

主
題
は
望
郷
と
愛
娘
へ
の
哀
愁
で
あ
る
か
ら
、
未
知
な
る
神
へ
の
感
動
は

主
題
に
沿
わ
な
い
た
め
に
削
ぎ
落
と
し
た
か
。
ま
た
中
古
の
国
司
の
旅

は
、
官
道
の
駅
路
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、
安
定
し
た
旅
が
予
測
で
き
る
。

直
接
表
現
は
し
な
い
。
旅
行
者
の
関
心
が
、
羽
「
あ
は
れ
浅
か
ら
ず
」
の

よ
う
に
そ
の
場
の
情
緒
に
傾
い
て
い
る
。
そ
れ
は
、

妬
松
原
遠
く
連
な
り
て
、
箱
崎
に
も
い
か
で
劣
り
侍
ら
む
な
ど
見
ゆ
る

た
ぐ
ひ

は
比
な
け
れ
ど
、
名
所
な
ら
ね
ば
、
強
ゐ
て
心
に
と
ま
ら
ず

０

結
中
世
紀
行
文
に
多
用
さ
れ
る
「
…
に
～
あ
り
」
文
（
意
外
な
モ
ノ
を
発

見
す
る
表
現
）
は
、
風
土
記
に
既
に
見
ら
れ
た
。
そ
の
点
、
風
土
記
は
、

後
世
紀
行
文
の
先
跳
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
但
し
、
風
土

記
独
自
の
「
在
」
特
殊
例
（
神
霊
関
係
）
に
見
ら
れ
た
、
神
（
得
体
の
知

れ
ぬ
霊
威
あ
る
神
）
の
存
在
を
示
す
語
句
（
「
在
」
特
殊
例
）
に
含
ま
れ

る
畏
怖
の
念
は
、
後
世
に
は
受
け
継
が
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、

旅
に
お
け
る
神
観
念
の
変
化
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

上
代
で
は
、
神
が
村
立
て
を
す
べ
き
素
晴
ら
し
い
土
地
を
見
出
す
と
い

う
巡
行
叙
事
の
様
式
（
も
し
く
は
そ
の
援
用
表
現
）
が
好
ま
れ
た
。
そ
の

よ
う
な
時
代
、
神
か
ら
の
視
線
で
は
な
く
、
人
間
か
ら
の
視
線
が
注
が
れ

て
い
る
１
．
２
の
存
在
は
、
貴
重
で
あ
る
。
神
の
側
か
ら
土
地
を
捉
え
る

の
で
は
な
く
、
旅
す
る
者
の
観
点
か
ら
土
地
と
の
出
会
い
を
表
現
す
る
文

体
を
風
土
記
は
作
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
も
土
地
の
本
質
た
る
神
を
よ
り
臨

場
感
を
も
っ
て
表
現
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
、
記

紀
の
み
な
ら
ず
後
世
文
学
と
も
距
離
を
置
い
た
、
風
土
記
独
自
の
表
現
性

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

一
方
、
上
代
の
旅
は
、
小
路
の
神
々
に
不
安
を
抱
き
な
が
ら
進
む
旅
で
あ

（７）

り
、
未
知
な
る
神
と
の
邊
遁
が
し
ば
し
ば
訪
れ
る
。
観
光
的
な
旅
は
少
な

い
。
そ
の
差
異
が
、
未
知
な
る
神
霊
へ
の
敬
意
の
有
無
と
関
わ
っ
て
い
よ

う
。
中
古
に
紀
行
文
が
少
な
か
っ
た
こ
と
に
も
よ
ろ
う
、
「
在
」
特
殊
例

（８）

の
も
つ
、
神
へ
の
敬
意
は
中
世
で
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

注
（
１
）
例
え
ば
、
藤
堂
明
保
氏
は
、
「
大
樹
在
二
門
前
一
」
に
つ
い
て
は

- ３ ０ -
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文
学
弱
１
２
一
九
七
九
年
六
月

（
３
）
瀬
間
正
之
氏
「
漢
字
で
書
か
れ

っ
て
Ｉ
」
国
語
と
国
文
学
乃
１
５

（
４
）
前
掲
沖
森
氏
論
文
。
注
（
２
）
。

（
５
）
大
漢
和
に
は
、
「
坐
」
に
敬
意
一

神
名
帳
等
で
は
「
坐
」
の
敬
意
は

（
２
）
沖
森
卓
也
氏
「
上
代
文
献
に
お
け
る
『
有
・
在
』
字
」
国
語
と
国

（
７
）
拙
稿
「
手
向
け
の
民
俗
」
『
万
葉
民
俗
学
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』

世
界
思
想
社
二
○
○
三
年
一
○
月

（
６
）
『
土
佐
日
記
』
以
前
に
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
「
行
歴
抄
」
等
の

漢
文
旅
日
記
が
あ
る
が
、
平
安
朝
仮
名
文
学
で
は
な
い
の
で
、
本
稿

ま
し塵こ（播磨・・

化していない。

「
花
な
り
大
樹
な
り
を
初
め
か
ら
念
頭
に
お
い
」
た
「
ご
く
平
板
な

説
明
」
と
し
、
「
門
前
有
二
大
樹
こ
に
つ
い
て
は
「
『
あ
、
こ
ん
な

所
に
』
と
い
う
感
じ
が
表
わ
さ
れ
る
」
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
「
有
」

字
は
．
般
に
は
『
あ
る
場
所
」
に
『
思
い
が
け
な
い
現
象
が
起
こ

っ
た
』
と
い
う
感
興
を
表
わ
す
の
に
使
わ
れ
」
、
「
古
来
の
詩
歌
の
う

ち
に
愛
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
」
と
さ
れ
る
亀
漢
文
概
説
ｌ
日
本

語
を
育
て
た
も
の
ｌ
」
（
秀
英
出
版
一
九
六
○
年
二
月
）
。
ま
た
呉

哲
男
氏
（
平
成
十
五
年
度
古
事
記
学
会
大
会
研
究
発
表
松
國
學
院

大
學
）
も
『
説
文
』
「
有
不
レ
宜
レ
有
也
」
を
基
に
、
「
有
は
、
滅
多

に
な
い
こ
と
の
意
」
と
す
る
。
大
漢
和
辞
典
で
は
、
「
有
」
字
を

「
あ
る
こ
と
も
あ
る
。
無
い
の
が
常
で
あ
る
の
に
あ
ら
は
れ
る
こ
と

大
漢
和
に
は
、
「
坐
」
に
敬
意
の
義
を
認
め
て
い
な
い
。
延
喜
式

神
名
帳
等
で
は
「
坐
」
の
敬
意
は
固
定
化
し
て
い
る
。
ま
た
「
座
」

ま
し
し

か
み
の
み

は三例のみ（「造二屋形一而悶巴時」（播磨・飾磨）、「為二神

ま
し

た
か
く
つ
く
ら

塵
こ
（
播
磨
・
宍
粟
）
、
「
高
来
津
塵
」
（
肥
前
）
で
、
敬
意
は
固
定

も
あ
る
」
と
す
る
。

で
は
触
れ
な
い
。

瀬
間
正
之
氏
「
漢
字
で
書
か
れ
た
こ
と
ば
ｌ
訓
読
的
思
惟
を
め
ぐ

て
’
一
国
語
と
国
文
学
乃
１
５
一
九
九
三
年
五
月

（
８
）
『
今
昔
物
語
集
』
に
は
、
「
在
」
に
敬
意
を
も
た
せ
る
用
例
（
「
高

ま
う
す
ま
し

野
卜
申
神
在
マ
ス
」
巻
二
六
・
一
等
）
が
見
ら
れ
る
。
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